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バラ新品種「愛知 1 号」を開発 

 

農業総合試験場 

 

１  はじめに 

切り花品目での全国産出額において、バラはキク、ユリ類に次ぐ額であり、その額は

187 億円（平成 26 年産)となっています。中でも本県のバラ生産は全国第 1 位で、産出

額 26 億円、作付面積 52ha、出荷量 4,920 万本と、２位以下を大きく引き離しています

（産出額２位 静岡:19億円、３位 山形:15億円）。 

しかし、バラを始めとした切り花全般の消費量は減少傾向にあり、さらに、安価な輸

入切り花の安定供給により販売価格の上昇も望めません。生産者からは、このような状

況を打開するため、商品性の高い本県独自品種の育成が強く望まれてきました。そこで、

農業総合試験場は、平成 19 年度から愛知県花き温室園芸組合連合会ばら部会の生産者

と協力し、新品種育成に取り組みました。今回、赤色でスタンダードタイプの切り花品

種のバラ、「愛知１号」を開発しましたので紹介します。 

 

２  育成経過 

平成 22 年春に 150 の組み合わせで交配を行い、同年秋に約２万粒の種子を播種し、

以後、花色、花形、トゲの強弱、生産性等に優れた個体の選抜を繰り返しました。その

後、26年に長久手市、西尾市及び豊橋市において現地試作を行うとともに市場性評価を

行い、27年1月に育成を完了しました。 

「愛知１号」は育種目標とした性質を有し、実用性が高く、生産者から品種登録への

強い要望があったため、愛知県は 27 年６月に品種登録出願を行いました。その後同年

９月に国から出願公表（第30254号）されました。 

 

３  「愛知 1 号」の特徴 

・ も需要が高い、濃赤色で剣
けん

弁
べん

高
こう

芯
しん

咲きの 

スタンダードタイプの切り花品種で、幅広い 

用途に利用できます。 

・花弁数が多くボリューム感があり、開花速 

度が緩やかなので、通常の品種に比較して良 

好な花形を数日長く保つことができます。 

・高温期でも品質劣化が少ないため、一年を 

通した収穫・出荷が可能です。 

・茎にトゲが少なく、販売店や消費者が扱い 

やすい品種です。 

・わき芽の発生が少なく、管理が容易です。 

・年間切り花本数は、同花色の県内主力品種「サムライ08」とほぼ同等です。 
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４ 流通について 

  本品種は、昨年秋から出荷が始まっています。また、新たな取組として、一部は生産

者がファッションショッピングサイト「ＺＯＺＯＴＯＷＮ」を運営する(株)スタートト

ゥデイとコラボし、「ＺＯＺＯバラ」の流通名称で出荷されています。出願公表後３年

間は県内生産者のみの生産とし、赤バラの主力品種として、普及拡大を目指します。 
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あいちの農林水産フェアを開催しました 

 

食育推進課  

 

本県の新鮮で、安全・安心な農林水産物や、県産食材を活用した加工食品を県民の

方々に広く紹介する「あいちの農林水産フェア」を、11 月９日（水）から 14 日（月）

まで名古屋市中区栄の三越で開催し、六日間で 29,000 人余の方が来場しました。 

 

【 内 容 】 

１ 県産農林水産物及び加工品の紹介・販売 

54 の企業・団体が出展し、れんこんやぎんな

んなどの旬の農産物を始め、一色産うなぎの蒲焼

き、西尾の抹茶を使ったお菓子など、“あいち産”

にこだわった産品を数多く紹介・販売しました。 

また、イートインコーナーでは、話題の料理人

がフェアのために考案した、あいちの食材のおい

しさを生かした「フェア限定メニュー」を提供し、

地産地消を体感していただきました。 

 

２ 楽しく学べる主催者企画  

日替わりイベントでは、ぬか漬け作りやバター

作り、ふりふりおにぎりを作ろうなどの体験企画

のほか、ふるまい餅、楽しい食育クイズなど、い

ずれの企画も好評でした。 
また、大学生による県産小麦（きぬあかり）を

利用したおやつの紹介や販売などを実施し、会場

内に活気があふれていました。 
 
今回は、会場を三越に移しての開催となりま 

したが、毎年このフェアを楽しみに来てくださる

リピーターだけでなく、初めて来られた方も多く

見受けられました。 

 

このフェアは、生産者と消費者が直に触れあい、

より結びつきを強める場であるとともに、本県産

の農林水産物の良さを知っていただくための絶

好の機会となっています。 

また、来場者アンケートでは、97％の方が来年

もフェアに参加したいとの回答であり、県民ニー

ズの高いイベントとして定着しています。 

生産者が自ら作った農産物をＰＲ 

オープニングセレモニー 

ふりふりおにぎりを作ろう体験 
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 “花半島事業フラワーフェスティバル in武豊”が開催されました 

 

知多農林水産事務所 

 

平成 28 年 11 月 12 日(土)、13 日(日)の二日間、武豊町総合体育館において、 

「2016 花半島事業フラワーフェスティバルｉｎ武豊」が開催されました。 

このフェスティバルは、ＪＡあいち知多花半島事

業構想※を具体化した事業として５市５町で順番に

開催されており、今回で１０回目となります。 

会場入口では、水ゴケで作られたＪＡあいち知多

のマスコットキャラクター「つっちーた」が来場者

を出迎えました。また、会場内は、各市町が地元で

生産されている花や観葉植物の特徴を活かした展示

を行い、さらに、巨大クリスマスツリーや花で半島

をかたどったモニュメントも設置され、華やかに彩ら

れました。 

期間中は、先着来場者計１，４００人への鉢花の 

プレゼントや寄せ植え教室が実施され、また、隣接

地で開催された「武豊町産業まつり」からも多くの

方が訪れました。来場者は二日間で約８，０００人

を数え、愛知県有数の花き産地である知多半島・花

半島が大いにＰＲされました。 

平成１９年度から始まったこのフェスティバルは、

今回で市町を一巡しました。今後は新たな形での開催

が検討されており、引き続き支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＪＡあいち知多花半島事業構想】 

花半島事業推進本部(事務局:ＪＡあい

ち知多生活部、平成１６年度設置)が中心

となり、「知多半島をより一層快適な空間

にしていくために、四季を通じて花の咲き

乱れる地域を目指し、同時に、愛知県有数

の花の産地である知多半島のイメージア

ップと、これらを通じて知多半島の農業振

興・地域振興に寄与する」ことを目的に、

知多半島５市５町及びＪＡの助成により

運営。 

開催地 武豊町の展示 

水ゴケで作られた「つっちーた」 

知多半島のモニュメント 
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一宮地方総合卸売市場の活性化に向けるヤマト水産の挑戦

尾張農林水産事務所

一宮地方総合卸売市場は、青果物と水産物を取り扱う総合市場として、昭和56年３月に

青果卸売会社２社、水産卸売会社１社が入場し開設されました。取扱金額は平成10年をピ

ークに減少に転じ、平成26年には青果物卸売会社の

うち１社が、平成27年には水産物卸売会社が撤退し

たこともあり、平成27年には35億６千万円と、ピー

ク時の30％にまで落ち込んでいます。

総合市場として、市場利用者の利便性の向上と市

場の活性化は必須であることから、開設者は新たに

入場する水産物卸売会社を探していました。

このような中、平成28年４月に(株)ヤマト水産が

入場し、水産物の卸売を開始しました。

○（株)ヤマト水産の入場の経緯

（株）ヤマト水産の木村社長は以前、市場内の水産物卸売会社に勤務していましたが、

退職し、市場の買受人となり、移動販売車を中心に魚介類等の販売を行っていました。し

かし、①市場内のお客さんから卸売業者としてぜひ入場して欲しいとの要請があったこと、

②市場での水産物の取扱いがないと自分の仕事が成り

立たないこと、などの理由から入場を決意しました。

○現状と今後の課題

水産卸売会社の撤退後、買受人からは「水産物が購

入できないならば他の市場に変わろうかな」という声

がありましたが、変わることなくそのまま市場に留ま

っており、(株)ヤマト水産が入場した効果が現れてい

ます。

現在、買受人約70人のうち常時買受人は約35人で、

売上げの70％～80％は乾物や加工品であり、鮮魚は20～30％となっています。木村社長は

５年ぶりに市場に戻ってきましたが、鮮魚が以前にも増して売れなくなっており、鮮魚の

消費拡大のために、幼児からの食育活動が必要と考えています。

厳しい状況の中で、市場の活性化のため入場した(株)ヤマト水産の挑戦に期待をしたい

と思います。

鮮魚を並べる木村社長

一宮地方総合卸売市場
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「実りのフェスティバル」であいちの農産物を紹介

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

平成28年11月11日（金）及び12日（土）の二日間、東京都豊島区にあるサンシャインシ

ティワールドインポートマートビルで農林水産祭（農林水産省、（公財）日本農林漁業振

興会共催）「実りのフェスティバル」が開催されましたので、その概要を紹介します。

○「実りのフェスティバル」について

「実りのフェスティバル」は、国民の農林

水産業と食に対する認識を深めるとともに、

農林水産業者の技術改善と経営発展の意欲を

たかめるため実施される『農林水産祭』にお

いて、優秀農林水産業者の技術・経営の紹介、

農林水産物の展示・即売等を行うイベント

で、今回で55回目の開催となります。

出展した35都道府県の販売ブースでは、御

当地自慢の農林水産物やその加工品が販売さ

れ、キャンペーンレディやゆるキャラがイベ

ントを盛り上げていました。展示コーナーでは、『農林水産祭』のもう一つの事業である、

優秀農林水産業者に対して下賜された天皇杯等の授与と収穫を感謝する「農林水産祭式典」

での三賞（天皇杯、内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞）の紹介や、都道府県

が開発した農業技術等が紹介されました。

なお、11日の開場前には皇室の御視察があり、秋篠宮同妃両殿下が本県ブースを御視察

されました。両殿下は本県ブースに並んだふき、大葉等に関心を抱かれ、ふきは愛知県独

自の品種を育成しており、大葉は露地栽培と施設栽培にを組合わせることによって周年出

荷を行っている等、本県の農産物の特徴について御紹介することができました。

二日間の来場者数は47,000人（主催者発表）

となり、初日が悪天候であったにもかかわら

ず多くの来場者で賑わいをみせていました。

○愛知県ブースでの販売

本県ブースでは、本県を代表する農産物と

してキャベツ、ブロッコリー、大葉、ふき、

トマト、ミディトマト、ミニトマト、次郎柿、

ぎんなん、切り花（スプレーマム、ピンポン

マム）、シクラメン及びうずら卵の燻製を販

売しました。試食にはミニトマトや次郎柿を

会場の賑わい状況

愛知県ブースでの販売の様子
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用意し、ブースを訪れた方にはレシピやリーフレットを渡すなどして本県産農産物をＰＲ

しました。

来場者の中には、「毎年、愛知県ブースで販売しているシクラメンがいいなあと思って

たの。」と言いながら購入される方もおり、本県ブースを楽しみに来られる方が年々増え

ているように感じました。

一方、本県がキャベツ、大葉、ふき、ぎんなん等の主産地であることを知らない来場者

が現在も多く、首都圏での本県産知名度を高めることの必要性を感じました。

○本県の天皇杯受賞者を紹介 ○本県の施設園芸新技術を紹介

愛知県の展示コーナー

本県は、農業総合試験場が開発し

た施設園芸の新技術３点（写真左か

ら、あぐりログ、あいち型植物工場

及び総合的環境制御技術）を紹介し

ました。

有限会社 鍋八農産（弥富市）

本県では、天皇杯の農産部門にお

いて(有)鍋八農産（代表：八木輝治

氏）が表彰されました。
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来場した「山伏女子」 

            愛知県内での農産物ＰＲイベントアラカルト  

 
食育推進課  

 
  愛知県内では、他県による物産展や農産物のＰＲイベント等が開催されると

ともに、本県産農産物による地域おこしのイベントも行われています。その中

から、今年行われたイベントを３つピックアップして、概要を紹介します。 
 
○『山形県の観光と物産展』（主催：山形県の観光と物産展実行委員会、後援：愛知県 他） 

  このイベントは毎年、山形県の代表的な果

物・さくらんぼの出荷がピークを迎える６月に

観光物産展として開催され、今年は平成 28 年

６月８日（水）～14 日（火）の７日間、名鉄

百貨店本店にて開催されました。11 日（土）

には、日本遺産に認定された出羽三山で山伏修

行を体験した『山伏女子※』12 名が来場し、山

形県の観光案内を行うとともに、山伏女子が当

日朝に摘み取った新鮮なさくらんぼをプレゼ

ントするなど、山形県の魅力を来場者にＰＲしました。 

百貨店をはじめとする、商業施設やイベント会場で開催する「特産品フェア」

等は、その地を訪れた事がない方にとって、その地域の特色や特産品を知るきっ

かけになりますが、それに留まらず、機会があれば現地に訪れてもらうことが

地域の活性化につながります。愛知県でも、「こってりだけじゃない。ディスカ

バー愛知フェア」（URL：http://www.kotteri.jp/）として、首都圏や関西圏に

おいて観光と物産が一体となり、本県の魅力をより一層広める取組を進めてい

る中、今回のように観光物産ＰＲだけでなく、交通アクセスをあわせてＰＲす

ることも、効果的な手法の一つだと思われました。 

※山伏女子：ＦＤＡ（富士ドリームエアラインズ）山形～名古屋便を活用した「西の伊勢

参り・東の出羽三山参り～いせ、もうで、でわ、まいる～」双方向交流促進プロジェク

トに、中京圏などから参加したメンバーで構成。 

 

○群馬の「嬬恋
つまごい

高原キャベツ」ＰＲ 

 群馬県は、キャベツの生産量において愛知県と１、２位を争う大産地ですが、

愛知県が秋から春にかけての産地に対して、群馬県は夏から秋にかけての産地

ということで、出荷時期は競合せず、産地リレーを行いながら、全国へ安定し

た供給が行われています。 
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群馬県マスコットキャラクター 
「ぐんまちゃん」もお手伝い 

トマトの収穫体験 

 
 

群馬県産キャベツが本県に出回りだす７月

に、名古屋市中区の中日ビルにて、群馬県産

キャベツの一大産地である嬬恋村による「嬬

恋高原キャベツ」の即売会が行われました。 

 この日（7 月 26 日（火））の午前 10 時 40 分

から、同村が用意したキャベツ約 200 玉の販

売が開始され、平日にもかかわらず、市場価

格よりお値打ちということもあり、約２時間で

完売となりました。 

愛知県においても平成 24 年以降、本県産冬春野菜が出荷のピークを迎える２

月頃に、首都圏の量販店において知事トップセールスや『あいちの春野菜フェ

ア』を毎年開催し、本県産青果物の需要拡大に向けて取り組んでおり、これか

らも愛知県の農産物のＰＲに努めてまいります。 

 

○円
えん

頓寺
ど う じ

トマト祭（主催：トマトマ実行委員会、後援：カゴメ(株) 他） 

 このお祭りは、８月 21 日（日）に円頓寺商店街（名古屋市西区那古野１）に

て開催された、トマトをテーマにした「食べる、体験する」イベントです。 

このイベントを企画したのは同商店街にあるレストランのオーナーシェフで、

カゴメのプレミアムトマトを自身のレストランで使うなど、つながりのあった

カゴメ(株)に企画を提案し、後援を受けて今年初めて開催されました。 

会場の商店街アーケードには、トマトを題材とした料理や雑貨を扱うブース

などが建ち並び、商店街一帯がトマトであふれ

ていました。 

また、商店街の一角にはカゴメトマトジュー

スの原料に使われているトマト「凜々子（りり

こ）」のプランターが置かれ、トマト狩りが行わ

れるなど、食べるだけでなく収穫体験もでき、

トマトの消費拡大に向け、美味しく・楽しく参

加できるイベントとなっており、今後の展開が

楽しみなお祭りでした。 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
愛知 22,774 50% 86% 93% 90% 93% 68% 38% 1% 1% 0% 6% 61% 89% 
群馬 9,450 21% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 51% 65% 70% 47% 0% 0% 

入荷量(t)
主な入荷時期と月別占有率

占有率県名

表　平成27年の名古屋中央卸売市場における愛知県産及び群馬県産のキャベツ取扱実績

（名古屋市中央卸売市場月報より）
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「あいちおもてなし花壇」をリニューアルしました 
 

園芸農産課  
 

花の生産日本一を誇る愛知県では、関係団体と連携して県民の皆様に「花の王国あい

ち」をＰＲするとともに、あいちの花を暮らしの中に取り入れていただく「花いっぱい

県民運動」を展開しています。 

この取組の一環として、昨年度から県庁及び名古屋駅周辺に「あいちおもてなし花壇」

を設置し、本県産花きで装飾しています。今年度、県庁本庁舎周辺においては、新たに

大型プランター等を設置し、季節の花を植栽するとともに、本庁舎内で屋内特別展示を

行っています。また、名古屋駅周辺においても、名古屋駅地区街づくり協議会と連携し、

新たにコンテナを設置するなど、より充実した花壇にリニューアルしています。 

 

１ 県庁本庁舎の玄関前の花き装飾（全３回） 

県庁本庁舎の玄関前に新たに大型プランターと大型丸鉢を10月 13日に設置し、銘

板花壇を本県産の５種類の季節の花（①スプレーギク、②セロシア、③アキランサス、

④ムラサキシキブ、⑤パープルファウンテングラス）で植栽し、シンボルマークとと

もに、「花の王国あいち」をＰＲしました。 

２回目の装飾は12月２日に実施し、３回目は３月中旬を予定しています。         

 

 

２ 県庁本庁舎の屋内特別展示（全５回） 

本庁舎１階玄関正面ロビーにおいて、１回目はベルギー国王来庁（10/13）、２回

目は県庁公開デー（11/３）にあわせて本県産花きを使用した特別展示を実施しまし

た。 

今後は、クリスマス（12月）、フラワーバレンタイン（２月）、ホワイトデー（３

月）にあわせた展示を予定しています。 

   

 

 

 

銘板花壇 大型丸鉢 

県庁本庁舎１階 

大型プランター 

展示場所

① ② ③ 
④ 

⑤ 
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３ 名古屋駅前中央花壇の花き装飾（全３回） 

名古屋駅地区街づくり協議会が管理する名古屋駅周辺の花壇（約95㎡）内に「あ

いちおもてなし花壇（約45㎡）」を11月１日に整備し、名古屋駅を訪れる方々に「花

の王国あいち」をＰＲしました。 

今回の花壇は、今月のあいちの花である「ガーデンシクラメン」をメイン花材とし

て使用し、デザインコンテナを４基設置するなど季節感と立体感のある花壇となって

います。 

今後の花壇の植替は12月 14日（２回目）、３月中旬（３回目）を予定しています。 

○「あいちおもてなし花壇」の設置場所 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      :街協管理花壇 約95㎡               

    :あいちおもてなし花壇 約45㎡ 

 
 
 
 

                  

 

 

１回目（10/14から10/26まで） 

平成 28 年 11 月末現在

２回目（10/27から 11/２まで）

２回目（10/27から11/２まで） 

名古屋駅前中央花壇 

あいちおもてなし花壇 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ２，４２１ １，２１８ ４８９ ５０３ 愛知 (５０％)
(５０％) 茨城 (４７％)

中国 ( ２％)
２８年見通し ２，３５０ １，２５０ ５５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知、茨城から入荷する。愛知は夏場の れんこんは縁起ものであり、安定した需要
高温、９月の日照不足の影響はなく、台風 がある。産地では高齢化のため、作付面積は
がなかったため、良好な生育。品種はロー 年々減少しているが、需要に応じた生産量を
タス系、金澄系。茨城は生育期の台風の影 確保して欲しい。
響で例年よりも肥大は悪い。

入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：サニーレタス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ９，６０９ ５３９ ３５７ ３８６ 長野 (４１％）
(６％) 茨城 （２５％）

福岡 （１１％）
２８年見通し ９，８１０ － ３５０ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

サニーレタスの総入荷量は年々増加傾向 サニーレタスは業務需要のウェイトが高い
にあり、福岡や兵庫、香川など西南暖地で ことからシーズン契約や週間特注等の取引が
作付面積が増加している。台風とその後の 年々増加傾向にある。そのため、より一層の
曇雨天の影響で８月からの入荷量は前年割 安定入荷が期待されることから、生産量の増
れが続いているが、それ以前は順調入荷が 加をお願いしたい。
続いた。本県産は年内入荷が少なくなる見 品質に関しては、大きな問題はないが他産
込み。 地が向上してきており、ボリューム感や色づ

入荷量は前年をわずかに上回り、価格は け等生産者間の格差是正に努めてほしい。
前年をわずかに下回る見込みである。
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名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３５，４１３ 199 192 201 北海道 29%
２４年 ３４，３６３ 185 201 240 愛知 26%
２５年 ３５，３７７ 186 213 239 茨城 7%
２６年 ３３，３８７ 230 227 271 長野 4%
２７年 ３６，６２４ 186 216 243 熊本 4%

５ ヵ 年 平 均 ３５，０３３ － － －

２８年見通し ３４，９００ － － －

２３年 ２，２０６ 57 61 69 千葉 34%
２４年 １，９６５ 71 87 95 愛知 28%
２５年 ２，１８３ 89 85 88 静岡 14%
２６年 ２，２４７ 57 58 79 徳島 12%
２７年 １，８０３ 58 67 64 神奈川 6%

５ ヵ 年 平 均 ２，０８１ 67 71 79

２８年見通し １，６００ 120 120 120

２３年 ２，０４５ 111 111 113 愛知 85%
２４年 ２，０７２ 95 109 115 岐阜 6%
２５年 ２，０８３ 151 157 170 熊本 5%
２６年 ２，１１４ 92 87 103 岡山 1%
２７年 １，９５７ 103 103 112 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，０５４ 110 113 123

２８年見通し １，９００ 140 140 140

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９７
２０９
２１６
２４１
２１８

だ
　
い
　
こ
　
ん

６０
８２
８５
６３
６０

７０

前年主要産地（％）

２１６

２８８
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　葉物は愛知を中心に、果菜類は愛知、西南
暖地から、土物は北海道などから入荷する。
９月の長雨、日照不足の影響を受け、全般的
に生育が悪く、品薄で高値となっている。こ
のため12月は下旬に向けて回復してくるもの
の、影響は続く見込み。入荷量は前年をやや
下回り、価格は前年を大幅に上回る見込み。

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉を中心に入荷する。９月の長雨
の影響では種ができなかった地域があり、中
旬に数量が減少する。下旬には少しずつ増え
る見込み。生育も雨の影響で悪く、地上部は
よく見えても、地下部は思った以上に良くな
い。入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１０
１０６
１４５

９２
１０５

１１２

　愛知中心の入荷となる。既に入荷がはじ
まったが、９月の長雨の影響で地上部の生
育の割りには、地下部の品質は良くない。
下旬に向かうにつれ良くなっていくもの
の、年内はＭ中心で少なめの見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

11月28日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １３３，０６３ 195 216 268 千葉 21%
２４年 １３６，９３８ 209 241 281 茨城 16%
２５年 １３１，９７３ 242 250 289 北海道 15%
２６年 １３７，５５５ 195 238 290 愛知 7%
２７年 １３９，１０８ 207 214 246 神奈川 5%

５ヵ年 平均 １３５，７２７ － － －

２８年見通し １３５，０００ － － －

２３年 １２，４０２ 52 56 67 千葉 48%
２４年 １３，２９７ 67 77 98 神奈川 46%
２５年 １３，８０１ 81 80 92 徳島 3%
２６年 １４，６６１ 46 50 75
２７年 １３，１９０ 47 54 56

５ヵ年 平均 １３，４７０ 59 63 78

２８年見通し １２，９００ 80 70 75

２３年 ８，６８５ 87 95 114 千葉 85%
２４年 ８，８６６ 112 119 137 埼玉 5%
２５年 ８，５５１ 148 144 175 茨城 4%
２６年 ９，７８６ 85 90 107 香川 3%
２７年 ９，９６０ 96 90 95

５ヵ年 平均 ９，１７０ 105 107 124

２８年見通し ９，３００ 150 130 130

 前年及び本年の

２６０
２４１

前年主要産地（％）

２２３

６７

２３９

だ
　
い
　
こ
　
ん

　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
かなり上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２２７
２４４

２４０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

５９
８２

　千葉、茨城等関東産地からの入荷が中心
で、土物類は北海道からの入荷となる。本県
産はキャベツ、トマト等が本格入荷する。９
月の曇雨天の影響から生育が回復傾向にある
品目が多い。

１３７  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

８５
５７
５３

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、神奈川からの入荷が中心となる。
千葉は日照不足から生育遅れが一部地域で
みられるが肥大は回復傾向にある。神奈川
も肥大は回復傾向で２Ｌ中心になる見込
み。

　千葉を中心に、埼玉、茨城等からの入荷
となる。千葉は日照不足の影響で肥大が遅
れ気味だったが回復傾向にある。埼玉も肥
大回復傾向でＬ中心になる見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

９９
１２４
１５６

９４
９４

１１２

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年を大幅に上回る見込み。

野
　
菜
　
計

に
　
ん
　
じ
　
ん

　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年を大幅に上回る見込み。

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３，３７５ 49 53 59 茨城 50%
２４年 ３，４４０ 52 65 69 愛知 39%
２５年 ３，３７４ 70 76 88 岐阜 4%
２６年 ３，８６４ 44 46 56 兵庫 4%
２７年 ３，１７９ 42 47 56 宮崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ３，４４６ 51 57 65

２８年見通し ３，１００ 90 90 90

２３年 ３，４６８ 64 74 90 愛知 88%
２４年 ３，９１６ 53 76 84 茨城 7%
２５年 ３，４２３ 130 135 161 三重 2%
２６年 ３，５５５ 59 78 87 兵庫 1%
２７年 ３，４８８ 61 54 49

５ ヵ 年 平 均 ３，５７０ 73 83 94

２８年見通し ３，３００ 0 0 0

２３年 ３３１ 361 424 526 愛知 77%
２４年 ２６５ 658 724 567 茨城 8%
２５年 ２８４ 576 553 584 群馬 7%
２６年 ３１７ 396 563 702 埼玉 2%
２７年 ２７７ 450 507 522 徳島 1%

５ ヵ 年 平 均 ２９５ 480 548 582

２８年見通し ２８０ 600 600 600

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　愛知を中心に茨城から入荷する。９月の
長雨で根張りが良くないものの、回復して
きている。11月は量が少なく小玉での出荷
となっていたが、12月には玉も肥大してく
る見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、愛知を中心に入荷する。９月の日
照不足の影響で、生育は遅れている。ま
た、雨では種、定植ができなかった地区も
あり、生育がばらつき、量も少ない。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

７５
７０

１４２
７５
５３

８２

１６０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

５３
６２
７７
４８
４８

５７

９０

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

　愛知を中心に関東からも入荷する。９月の
長雨の影響で11月出荷までは入荷が少なかっ
たが、徐々に回復している。10月以降のは種
分については、順調な生育となっている。
　入荷量は前年並だが、価格は野菜全般の高
値の影響から前年を大幅に上回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４１８
６２５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５６０
５２５
４７８

５１７

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １４，０８６ 34 35 40 茨城 93%
２４年 １４，９７５ 40 52 59 兵庫 3%
２５年 １５，１８１ 61 67 77 群馬 2%
２６年 １４，６１８ 32 33 38
２７年 １３，７０９ 31 32 35

５ヵ年 平均 １４，５１４ 40 44 50

２８年見通し １４，０００ 80 70 70

２３年 １２，８９９ 64 75 97 愛知 43%
２４年 １３，７２９ 59 83 97 千葉 37%
２５年 １２，１５８ 130 136 152 神奈川 9%
２６年 １２，９２１ 58 80 94 茨城 8%
２７年 １４，１７１ 62 56 50 群馬 1%

５ヵ年 平均 １３，１７６ 74 85 96

２８年見通し １３，８００ 95 95 95

２３年 １，５５５ 332 368 554 群馬 34%
２４年 １，３７２ 593 650 654 茨城 24%
２５年 １，４７９ 535 533 606 千葉 17%
２６年 １，７３５ 366 502 656 埼玉 14%
２７年 １，６４２ 426 472 440 栃木 8%

５ヵ年 平均 １，５５７ 444 501 580

２８年見通し １，６００ 520 520 550

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

７７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に兵庫、群馬から入荷する。
茨城は日照不足からの生育遅れや小玉傾向
から回復し順調出荷が期待できる。兵庫は
曇雨天の影響で定植が２週間程度遅れた。
群馬の生育はおおむね良好。

７３

４５

３３
３４

３６

　　　　区分
実績
と見通し

６３７

７８
７９

５６

８５

９５

 前年及び本年の

５３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

前年主要産地（％）

５５９
４９５
４４５

５０５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４１４

は
　
く
　
さ
　
い

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
安かった前年を大幅に上回る見込み。

６９
５１

品
目
名

キ
　
ャ
　
ベ
　
ツ

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年を大幅に上回る見込み。

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安かった前年を大幅に上回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

　本県、千葉を中心に神奈川、茨城からの
入荷となる。本県、千葉、茨城は生育回復
傾向にあり順調出荷でＬ玉中心出荷の見込
み。神奈川は生育遅れの影響で収穫が後ろ
にずれ前年並出荷の見込み。

１４０

　群馬、茨城、千葉、埼玉からの入荷が中
心となる。関東北部は降雪の影響で生育は
やや遅れ気味。茨城は作付増で生育はおお
むね良好、下旬から増量する見込み。千葉
は生育良好で順調出荷が期待できる。

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，３６１ 287 281 331 長野 15%
２４年 １，３１６ 316 350 407 静岡 15%
２５年 １，１５９ 362 354 441 大分 14%
２６年 １，２３１ 321 372 445 愛知 12%
２７年 １，２５９ 370 354 395 鳥取 10%

５ ヵ 年 平 均 １，２６５ 330 341 402

２８年見通し １，３００ 380 400 420

２３年 １，７０６ 158 209 311 兵庫 42%
２４年 １，５８３ 297 431 408 愛知 19%
２５年 １，６３０ 289 289 368 静岡 13%
２６年 １，７４９ 170 298 397 熊本 10%
２７年 １，８７１ 182 212 228 長崎 8%

５ ヵ 年 平 均 １，７０８ 216 284 339

２８年見通し １，７５０ 250 250 280

２３年 １，０９７ 435 572 496 愛知 46%
２４年 １，０２１ 502 512 533 宮崎 20%
２５年 ２，３１６ 166 233 276 高知 16%
２６年 １，０２６ 346 504 613 鹿児島 16%
２７年 ９９４ 534 419 530 山梨 1%

５ ヵ 年 平 均 １，２９１ 350 406 447

２８年見通し １，０００ 450 400 450

品
目
名

２８１

３８５
３８０
３７０

３５６  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

　兵庫を中心に愛知、静岡、九州から入荷
する。上旬には各産地のものが出そろう
が、冷え込みによっては、入荷が減ってく
る。愛知は９月の長雨の影響で作柄は余り
良くない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、静岡、大分など各地から入荷す
る。愛知は越津が入荷。他は結束物が入
る。愛知は減少しているが、12月には増え
る。静岡は生育良好。大分は遅れていた
が、徐々に回復してきた。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２２７
３８８
３１８
２８５
２０５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、宮崎、高知を中心に入荷する。愛
知は、苗がよくなかったが、回復してき
た。出始めは少ないが、12月は増えてく
る。他産地も11月中旬までは良くなかった
が、回復してくる。
　入荷量は前年並も、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

３９５

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４７５
４９０

 前年及び本年の

４３３

２９７
３５７

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

４９３
５１２
２２１

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ７，０２８ 220 214 245 千葉 25%
２４年 ６，７８７ 274 285 333 埼玉 16%
２５年 ６，７１７ 281 270 337 茨城 16%
２６年 ６，９８２ 256 290 325 群馬 11%
２７年 ６，５１９ 315 300 327 栃木 8%

５ヵ年 平均 ６，８０７ 268 271 313

２８年見通し ６，５００ 330 330 330

２３年 ７，７５４ 165 209 310 静岡 38%
２４年 ６，６４３ 289 445 437 茨城 14%
２５年 ６，９９７ 294 305 364 兵庫 12%
２６年 ７，２８２ 157 298 389 香川 8%
２７年 ８，１３５ 186 207 208 長崎 7%

５ヵ年 平均 ７，３６２ 215 287 336

２８年見通し ８，４００ 210 200 200

２３年 ４，３４１ 449 606 515 宮崎 34%
２４年 ４，３５１ 522 535 552 千葉 19%
２５年 ４，７０３ 347 349 489 高知 16%
２６年 ４，２４９ 371 528 601 埼玉 15%
２７年 ４，２６０ 556 447 561 群馬 8%

５ヵ年 平均 ４，３８１ 447 491 542

２８年見通し ４，３００ 350 450 550

３１６

２８６

品
目
名

２９７
２９２

ね
　
　
 
　
ぎ

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉、埼玉、茨城、群馬からの入荷が中
心となる。千葉、埼玉、茨城は曇雨天の影
響で細物が多かったが回復傾向にありＬ中
心になる見込み。東北産地は切り上がりが
早くなる見込み。

　入荷量は前年並で、価格は前年をやや上
回る見込み。

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　宮崎、千葉、高知、埼玉からの入荷が中
心となる。宮崎は生育回復傾向で順調出荷
の見込み。高知は樹勢が軟弱気味で推移し
ており回復は今後の天候次第。千葉の生育
はおおむね良好。

４９２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２２７

５３７
５２０

２８１

２０１

５２２

２８０
３２３
３９６
２３０

２９９

４９８
３９１

レ
　
　
タ
　
　
ス

　入荷量は前年をやや上回り、価格は安かっ
た前年並の見込み。

 前年及び本年の

２０３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城、兵庫、香川からの入荷が中心
となる。静岡、兵庫、香川は９月の長雨の影
響で定植が遅れたことから徐々に出荷が増え
てくる見込みで生育はおおむね良好。茨城は
露地からトンネルに切り替わる。

き
　
ゅ
　
う
　
り

　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３８６ 349 383 407 熊本 48%
２４年 ３４８ 408 422 444 愛知 46%
２５年 ３３９ 462 455 464 高知 5%
２６年 ３１２ 427 441 486 福岡 1%
２７年 ３６７ 398 423 430

５ ヵ 年 平 均 ３５０ 407 423 444

２８年見通し ３５０ 410 420 440

２３年 ７３７ 403 432 478 熊本 49%
２４年 ８２３ 416 429 419 愛知 24%
２５年 ８７３ 459 426 406 三重 18%
２６年 ９６２ 345 348 389 岐阜 8%
２７年 １，０４４ 236 280 360

５ ヵ 年 平 均 ８８８ 365 376 406

２８年見通し ９４５ 385 330 360

２３年 ３０４ 621 672 749 熊本 53%
２４年 ３２２ 715 702 672 愛知 35%
２５年 ３３４ 834 729 698 和歌山 8%
２６年 ３６３ 594 614 665 宮崎 3%
２７年 ４２２ 423 574 831

５ ヵ 年 平 均 ３４９ 626 653 727

２８年見通し ４００ 800 750 800

な
　
　
　
　
す

３７０
４２０
４５５
４４４
４１７

４１９  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に入荷する。熊本は長
なす、愛知は千両主体の栽培。今作は９月
の日照不足の影響で着果が悪く、これまで
少なかったが、12月には回復してくる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並の見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４３０
４１８
４２７
３６０
２８５

３７８  前年及び本年の

３６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、三重を中心に入荷する。果菜
類全般に同じ傾向だが、９月の日照不足によ
り着果が悪く、これまで数量が極端に少な
かった。12月は徐々に回復し、下旬にはまと
まった数が出そう。今後の生育は安定してく
る見込み。入荷量は前年をかなり下回り、価
格は前年を大幅に上回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６９４
７０３
７５３
６２０
６０３

６７０  前年及び本年の

７８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、和歌山などから入荷する。
大玉トマトと同じ傾向だが、ミニの方が回
復が早い。12月になれば順調な入荷が見込
まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は秋以
降の高値続きの影響から前年を大幅に上回
る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，７５１ 438 481 529 高知 62%
２４年 １，７１２ 501 500 445 福岡 18%
２５年 １，６７９ 577 514 497 熊本 8%
２６年 １，６２５ 485 518 580 佐賀 4%
２７年 １，７９６ 483 506 488 栃木 3%

５ヵ年 平均 １，７１３ 496 503 507

２８年見通し １，８００ 480 480 520

２３年 ４，３１５ 438 495 553 熊本 47%
２４年 ４，８６５ 451 455 443 愛知 17%
２５年 ４，５４０ 505 483 456 栃木 11%
２６年 ５，２０４ 375 401 421 千葉 8%
２７年 ５，５３３ 287 332 385 静岡 6%

５ヵ年 平均 ４，８９１ 405 428 447

２８年見通し ５，１００ 550 500 400

２３年 １，２３８ 597 683 749 熊本 40%
２４年 １，４５４ 715 700 666 愛知 23%
２５年 １，５６３ 760 708 655 宮崎 11%
２６年 １，５９８ 573 607 649 千葉 8%
２７年 １，７６３ 435 557 769 静岡 7%

５ヵ年 平均 １，５２３ 610 646 698
２８年 見通

し
１，６００ 900 700 600

ト
　
　
マ
　
　
ト

 前年及び本年の

４９３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を中心に福岡、熊本、佐賀からの入
荷となる。高知は生育良好で中旬から増量
する見込み。福岡、佐賀は好天で生育回復
傾向、着果数が多くなってきており順調出
荷が期待できる。

３３２
３９８
４８１
４５０

 前年及び本年の

４８３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に愛知、栃木、千葉からの入荷
となる。熊本、本県は９月の日照不足の影響
から着果不良がみられたが、回復傾向にあ
る。熊本は徐々に増量する見込み。本県産は
Ｌ玉中心の出荷となる見込み。

 前年及び本年の

７３３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知、宮崎、千葉からの入荷が中
心となる。各産地とも９月の日照不足の影
響で着果数が少なかったが、回復傾向にあ
る。熊本、本県は中旬から増量する見込
み。

６７７
６９３
７０６
６０９
５７３

４８２

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

４２６

　入荷量は多かった前年をかなり下回り、価
格は前年を大幅に上回る見込み。

６４８

４９４

５０３

４９２
５３５
５３１

４７６

　入荷量は多かった前年並で、価格も前年
並の見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年を大幅に上回る見込み。

な
　
　
　
　
す

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３９１ 461 454 500 鹿児島 49%
２４年 ３５３ 312 511 577 宮崎 41%
２５年 ４１６ 442 468 518 高知 10%
２６年 ４２８ 377 476 630 0 0%
２７年 ３８４ 393 542 593

５ ヵ 年 平 均 ３９４ 399 489 564

２８年見通し ４００ 400 550 550

２３年 ２，７９２ 96 98 92 北海道 71%
２４年 ２，８４９ 89 92 84 長崎 28%
２５年 ２，７６１ 113 106 85
２６年 ３，０４３ 93 93 90 0 0%
２７年 ３，２６７ 97 100 98

５ ヵ 年 平 均 ２，９４２ 97 98 90

２８年見通し ２，８００ 160 160 160

２３年 ５，０３１ 86 86 80 北海道 100%
２４年 ６，２８７ 67 71 69
２５年 ５，２４９ 123 125 133
２６年 ６，６１１ 83 84 81
２７年 ７，１０５ 67 68 68

５ ヵ 年 平 均 ６，０５７ 83 85 84

２８年見通し ７，０００ 70 70 70

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

４５６
４４３
４５０
４６１
５０５

４６３  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知から入荷する。各産
地ともに生育が遅れていたが、回復してく
る。11月に数量が出ておらず、12月は多く
なってくる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並の見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９７
８９

１００
９２
９７

９５  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、長崎からの入荷となる。北海道
は前年より少ない中、貯蔵物が計画出荷さ
れる。長崎は12月になると増えてくるが、
日照不足の影響で良くない見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８１
６６

１１２
７９
６６

７９  前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道の貯蔵物が入荷する。４月まで計
画出荷される。大玉傾向で２Ｌ中心に安定
した出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，４０４ 416 426 474 宮崎 34%
２４年 １，３５３ 305 526 591 茨城 33%
２５年 １，５３０ 426 464 489 高知 18%
２６年 １，５３０ 346 442 624 鹿児島 13%
２７年 １，３７１ 387 553 896

５ヵ年 平均 １，４３８ 377 481 612

２８年見通し １，３４０ 500 450 450

２３年 ８，５１７ 105 102 107 北海道 84%
２４年 ９，２１７ 92 93 98 長崎 16%
２５年 ８，１８０ 111 111 112
２６年 ８，８６１ 94 93 97
２７年 ８，６９９ 98 100 107

５ヵ年 平均 ８，６９５ 100 100 104

２８年見通し ７，０００ 165 165 170

２３年 ９，９２１ 89 91 90 北海道 97%
２４年 １１，６８２ 71 73 76 中国 2%
２５年 ９，９６３ 125 132 132
２６年 １１，０３３ 85 87 89
２７年 １１，４６０ 71 66 69

５ヵ年 平均 １０，８１２ 87 89 90

２８年見通し １１，４００ 70 70 70

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

 前年及び本年の

４６７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

４６４

　宮崎、茨城、高知、鹿児島からの入荷が
中心となる。宮崎、高知は生育回復傾向で
中旬から増量する見込み。茨城は着果負担
の影響で樹勢が軟弱気味で出荷は減少して
いく見込み。

　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１０５
９４

１１１
９５

１００

１０１

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

９０
７３

１２９
８６
６８

８８

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に上回る見込み。

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１６７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

５０８
４５９
４５８
４５９
４３７

　北海道、長崎からの入荷がほとんどを占
める。北海道は貯蔵作業が終了、小玉傾向
で歩留まりの低下が懸念材料。前年を大幅
に下回る出荷を見込む。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
北海道は収穫作業が終了し計画出荷中。台
風の影響は限定的で作柄良好だったことか
らＬ大中心で前年並の出荷を見込む。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １３，４７４ 251 311 335 和歌山 18%
２４年 １２，６９３ 260 343 358 長野 17%
２５年 １１，８０３ 298 353 350 三重 16%
２６年 １１，６５４ 290 362 381 フィリピン 10%
２７年 ９，９９７ 334 399 414 青森 6%

５ ヵ 年 平 均 １１，９２４ － － －

２８年見通し １１，３００ － － －

２３年 ７，２５０ 159 183 222 静岡 42%
２４年 ６，０４３ 201 210 247 愛知 32%
２５年 ６，１４４ 216 234 232 和歌山 20%
２６年 ５，８０４ 181 204 234 愛媛 2%
２７年 ４，３５９ 229 280 311 長崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ５，９２０ － － －

２８年見通し ５，５００ － － －

２３年 ５９７ 1,155 1,665 1,919 愛知 62%
２４年 ５３２ 1,744 2,178 2,266 熊本 19%
２５年 ５２４ 1,358 1,775 2,272 三重 5%
２６年 ５３９ 1,309 2,115 2,225 鹿児島 5%
２７年 ６０３ 1,314 1,511 1,776 岐阜 3%

５ ヵ 年 平 均 ５５９ － － －

２８年見通し ５５０ － － －

 前年及び本年の

１，８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心として熊本等から入荷。
　前年は気温高により前進出荷で、12月に
大幅な入荷増となったが、今年はクリスマ
スの物日需要には不足感も。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込みだが、平均的な
量・価格となる見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，５８１
２，１０８
１，８０６
１，９２８
１，５４８

１，７８３

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、愛知、和歌山中心に入荷。前年が
大幅な生産減のため大幅な増となるが、今
年は裏年のため、平均は上回らない。極早
生の評価がよかったことから早生も期待で
きる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１８６
２２１
２２８
２０５
２７４

２１９

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、いちごを中心に入荷。９
月の長雨、台風の影響を受けた品目も見受け
られる。なかでも、りんごは春先の霜害や台
風などにより例年より少なくなる見込み。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回り、
価格は高かった前年をかなり下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２９５
３１７
３３２
３３７
３８１

３３０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ５７，９２５ 306 339 356 愛媛 26%
２４年 ５７，９９１ 294 357 369 和歌山 12%
２５年 ５５，７７０ 326 372 362 長崎 10%
２６年 ５４，７５１ 316 381 397 青森 8%
２７年 ５２，３１１ 357 412 430 熊本 6%

５ ヵ 年 平 均 ５５，７５０ － － －

２８年見通し ５５，０００ － － －

２３年 ３６，８５６ 211 227 239 愛媛 41%
２４年 ３５，９４０ 243 251 260 和歌山 19%
２５年 ３５，４１３ 246 249 251 長崎 16%
２６年 ３３，１３３ 211 394 251 静岡 8%
２７年 ３０，９８０ 258 276 290 熊本 8%

５ ヵ 年 平 均 ３４，４６４ 233 277 257

２８年見通し ３１，０００ 260 270 280

２３年 ２，７１９ 1,199 1,563 1,939 栃木 42%
２４年 ２，２１３ 1,821 1,949 2,167 福岡 19%
２５年 ２，４６９ 1,402 1,726 2,122 茨城 10%
２６年 ２，６６７ 1,451 1,970 2,287 静岡 8%
２７年 ２，９３６ 1,460 1,606 1,940 佐賀 8%

５ ヵ 年 平 均 ２，６０１ 1,454 1,753 2,084

２８年見通し ２，７００ 1,500 1,800 2,000

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

果
　
　
実
　
　
計

３５５
３４２
３５４
３６８
４０２

３６３  前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん中心にりんご、いちごなどが入荷
する。11月から高値が続いているため、上
旬は荷動きが重い状況が想定されるが、年
末は贈答需要があり上位等級品は活発な荷
動きが期待される。
  入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに下回ると見込まれる。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛、和歌山、長崎等から入荷。愛媛は
Ｍサイズ中心で推移している。和歌山は降
雨で玉肥大が進みＭサイズ比率が高くなっ
ている。長崎は曇雨天の日が多く、12月入
荷量は少なかった前年並みとなる見込み。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに下回ると見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

２２８
２５３
２４９
２３４
２７７

２４７

い
　
ち
　
ご

１，５７４
２，０１６
１，７６６
１，９４６
１，６９５

１，７８９

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１，８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  栃木、福岡、茨城等から入荷。栃木は９
月の長雨による定植遅れと生育不良により
７～10日程度遅れている。福岡は前年のよ
うな大幅な前進はないが出始めから入荷量
がまとまっている。茨城は定植後の天候不
良で全体の生育は遅れ気味。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回ると見込まれる。

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　１　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１１月３０日現在）

２３年 ２，９８２ ４８
実 ２４年 ２，７４９ ６０

２５年 ２，９１４ ５３
績 ２６年 ２，８１８ ６１

２７年 ２，８５９ ５８

２，８６４ ５６

２，８００ ６０

概
　
要

２３年 ２，３２８ ２９
実 ２４年 １，８６７ ３９

２５年 ２，４４９ ２９
績 ２６年 １，９８９ ３５

２７年 ２，４２７ ３２

２，２１２ ３２

２，３００ ３２

概
　
要

２３年 １，３１２ ４０
実 ２４年 １，２９１ ４２

２５年 １，３２４ ４４
績 ２６年 １，２８０ ４８

２７年 １，２２７ ４４

１，２８７ ４４

１，２８０ ４５

概
　
要

２３年 １９０ ７６
実 ２４年 １７０ １０４

２５年 １５４ １０５
績 ２６年 １８０ １０６

２７年 ２４９ ６８

１８９ ８９

１８０ １００

概
　
要

２８年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。後半までには量は増えてきそうだが、11月から少ない影
響が12月中旬まで続くと年末は高い相場となる。前半は業務中心の販売で、後半からは一
般需要が入り、活発な動きとなる。

　沖縄中心に愛知、奈良から入荷。台風による被害は少なかったが、天候不順の影響によ
り秀品率の低下が見受けられる。作付けも昨年と比べやや少なく、堅調な動きが見込まれ
る。

５ヶ年平均

２８年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知中心に長野、和歌山等から入荷。今年は早いうちから気温が低い日があったので、
品質も良く、12月商戦の秀品は例年より増える見込み。12月の気温も例年並みの冷え込み
が見込まれ、そこそこに単価的にも安定販売できる。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、沖縄、三重等から入荷。作付けは前年並みではあるが、天候不順の影響により秀
品率は低下しており、上位等級は少なめと思われる。年末需要で下旬からは引き合いも強
くなり、堅調な動きとなる見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：千本、円／本
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２３年 ４５４ １７８
実 ２４年 ４８０ １７４

２５年 ４１９ １８５
績 ２６年 ４３１ １８５

２７年 ４１８ １８５

４４０ １８１

４２０ １８５

概
　
要

２３年 ６００ １００
実 ２４年 ６８１ ９５

２５年 ６７２ １０５
績 ２６年 ６９３ １００

２７年 ６６１ ８３

６６１ ９７

６５０ １００

概
　
要

２３年 ７８６ ８４
実 ２４年 ８９７ ７９

２５年 ８８４ ７７
績 ２６年 ７０７ １００

２７年 ６８３ ８７

７９１ ８５

７００ ８５

概
　
要

２３年 ４，８０５ ４７
実 ２４年 ４，９６４ ５２

２５年 ５，１５４ ５７
績 ２６年 ５，０９９ ５７

２７年 ４，４２３ ５５

４，８８９ ５４

４，５００ ５５

概
　
要

２８年見通し

　高知、徳島、鹿児島、静岡、愛知、輸入等から入荷。夏の高温と9月の日照不足が予想
以上に影響を与えているようで、国産シンビは例年より入荷が若干少ない見込み。今後の
天候にもよるが、今年の冬は冷え込みが厳しいため、あまり入荷は増えず、堅調な市況と
なる予想。

２８年見通し

　オリエンタルは高知、埼玉、愛知、宮崎などから入荷。やや前進出荷の情報もあり、特に後半は
ピンク系が少なくなりそう。鉄砲ユリも同様で前進し、後半はかなり少ない。LAは今のところ順
調。総体的に後半の年末商戦はやや少なく、価格はやや高予想。販売の中心は26日となる。

２８年見通し

　茨城、兵庫、愛媛、和歌山、静岡、長野から年末花材が入荷。松は種が不足し、植え付
けが少ない年の物で出荷量は少ない。下等級の引き合いは強くなりそう。その他の花物は
順調で動きは横ばいか。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。12月に入ると赤バラ、赤ＳＰバラの需要が高ま
る。ＳＰバラについては作付けが少ないため、品薄が続く。全体的な出荷量は少なめで、
ピークは年明けになる見込み。
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り

５ヶ年平均
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５ヶ年平均
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ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　11月28日現在）

２３年 ８，０５１ １，００７

実 ２４年 ９，８７４ ９２９

２５年 １１，１６５ ８３９

績 ２６年 ８，５２２ ９３６

２７年 ７，２４９ １，０７２

８，９７２ ９４５

７，２００ １，０８３

概
　
要

２３年 １２，８０２ ５９４

実 ２４年 １７，８７１ ４３８

２５年 １７，８２４ ３８２

績 ２６年 １３，６９３ ３５０

２７年 ７，７５０ ３６９

１３，９８８ ４２７

７，７００ ３６４

概
　
要

２３年 ６８７，０３８ ３７１

実 ２４年 ７１８，５５８ ３６０

２５年 ６７０，６８０ ４１７

績 ２６年 ６２２，９５０ ４０２

２７年 ５７４，２６９ ４１２

６５４，６９９ ３９１

５７０，０００ ４１４

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は生産量減、生産者減のため、昨年並に少ない見込み。入荷量の減少に伴い、価
格面は安定し昨年並と予想。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（56.0％）、２位埼玉
（26.7％）、３位茨城（9.3％）となっている。

５ヶ年平均

２８年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年並か。９月の天候不順で生育が遅れてたため、上旬に入荷のピークを迎え
る。価格面では天候次第ではあるが、前半はやや安くなる見込み。後半になるにつれ、入
荷も落ち着き相場も安定していくと予想。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知29.2％）、２位長野
（20.0％）、３位岐阜（10.9％）となっている。

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷数量は昨年より減少か。愛知産が中心の中、輸入原木の減少から各産地ともに在庫
が少なく注文中心の入荷予想で平均単価は上がる見込み。サイズは７～８号が中心で大鉢
は少ない予想。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（65.2％）、２位鹿児島
（24.5％）、３位三重（3.0％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２３年 １５０，４７８ ２，４８９

実 ２４年 １３４，３２８ ２，４７３

２５年 １２９，１４０ ２，５７５

績 ２６年 １２５，９７７ ２，３１９

２７年 １１３，３７６ ２，３９７

１３０，６６０ ２，４５４

１１３，０００ ２，３９８

概
　
要

２３年 ３４，６４４ ２０２

実 ２４年 ３２，７４５ ２２０

２５年 ３９，３６６ １９３

績 ２６年 ３４，２６６ ２０７

２７年 ２５，３９４ １９７

３３，２８３ ２０４

２５，０００ ２００

概
　
要

２３年 ６１０，４０４ ３６

実 ２４年 ５２４，６４０ ４４

２５年 ５７３，２４４ ４７

績 ２６年 ４７３，０７６ ２８

２７年 ４０３，８９２ ４２

５１７，０５１ ４０

４００，０００ ４３

概
　
要

２８年見通し

　入荷量は昨年並みか。昨年同様全体的に出荷が早めの傾向があり、12月中旬以降は入荷量が
少なくなる見込み。今年の品質は良い物とそうでない物の差があり、全体的に花立ち（本数）
が例年より少ない印象を受ける。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（48.0％）、２位徳島
（10.2％）、３位高知（7.1％）となっている。

卸売価格

２８年見通し

　入荷量は昨年より減少か。９月の長雨により減少、作付も減っている。価格は今の所は
安定しているが、日中の気温が15度割り込むと動きが止まる。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（36.5％）、２位奈良
（26.0％）、３位三重（13.8％）となっている。

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２８年見通し

　入荷量は、前年並か。今年も花の咲き具合の良い商品の引き合いが強い。
　昨年12月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜（60.6％）、２位埼玉
（32.8％）、３位茨城（4.6％）となっている。

シ
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５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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１　輸出実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

果実（生鮮・乾燥） 2,424 79.3 1,647,959 87.0 680 109.6 21,276 109 11,734,849 117 552 109

うんしゅうみかん 19 111.7 17,576 97.7 940 87.4 288 95 212,696 112 740 108

りんご 659 53.9 235,959 49.9 358 92.5 16,476 107 6,596,289 111 400 108

なし 787 82.0 393,971 79.7 501 97.2 1,301 110 674,325 109 518 91

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） … … 436,301 96.8 … … … … 4,133,050 133 … …

緑茶 340 100.3 1,083,113 131.5 3,188 131.1 3,041 107 8,408,817 119 2,765 98

２　輸入実績

野菜（生鮮・冷蔵） 69,967 132.9 8,059,699 89.6 115 67.4 580,389 96 70,627,093 95 122 99

トマト 631 94.3 253,600 87.2 402 92.4 4,808 98 1,796,303 94 374 96

たまねぎ 31,346 146.6 1,204,025 95.7 38 65.2 210,482 87 11,961,298 92 57 106

にんにく 1,716 91.2 518,321 115.7 302 126.8 15,503 99 4,206,681 120 271 121

ねぎ 5,227 96.8 563,750 73.4 108 75.8 38,492 90 5,801,867 107 151 118

結球キャベツ 1,348 46.4 38,872 29.8 29 64.2 9,036 45 326,533 35 36 79

ブロッコリー 3,156 191.0 650,846 117.5 206 61.5 18,068 116 3,938,048 95 218 82

にんじん・かぶ 15,262 202.2 530,084 74.4 35 36.8 58,385 104 2,800,470 86 48 82

ごぼう 3,988 95.7 194,974 89.1 49 93.1 33,799 112 2,066,336 117 61 105

えんどう 82 362.5 45,587 356.8 557 98.4 621 100 317,371 120 511 120

アスパラガス 688 102.5 481,720 95.4 700 93.1 6,526 117 4,585,010 106 703 90

まつたけ 189 57.3 1,500,156 87.4 7,933 152.5 507 94 2,840,481 94 5,598 100

しいたけ 171 95.7 49,026 73.7 287 77.0 1,194 78 419,941 70 352 90

かぼちゃ 393 152.5 51,755 145.5 132 95.4 93,190 107 7,518,930 82 81 77

果実（生鮮・乾燥） 136,785 99.9 23,614,781 90.7 173 90.8 1,333,083 102 246,863,339 96 185 94

バナナ（生鮮） 84,862 99.0 10,173,715 101.9 120 103.0 726,094 100 78,970,891 102 109 102

パイナップル（生鮮） 12,574 121.5 1,237,424 132.3 98 108.9 109,178 95 10,713,524 109 98 115

レモン（生鮮・乾燥） 3,856 88.9 587,508 83.5 152 93.8 40,587 100 8,119,348 85 200 85

オレンジ（生鮮・乾燥） 9,111 115.9 1,156,862 120.6 127 104.1 88,804 122 12,273,115 110 138 90

グレープフルーツ（生鮮・乾燥） 1,723 46.4 201,749 61.5 117 132.4 66,936 78 8,861,531 85 132 110

メロン（生鮮） 1,857 96.2 190,118 75.4 102 78.5 23,859 118 2,563,521 112 107 95

ぶどう（生鮮・乾燥） 3,999 106.1 1,230,893 88.6 308 83.5 47,271 116 14,501,982 108 307 93

キウイフルーツ（生鮮） 5,721 79.9 1,696,039 73.2 296 91.6 78,192 111 26,557,748 108 340 97

いちご（生鮮） 593 85.7 568,874 70.8 959 82.6 1,877 89 1,812,814 75 966 84

切花（生鮮・乾燥） 4,673 95.6 3,912,592 86.3 837 90.3 30,938 100 27,112,335 93 876 93

鳥獣肉類 166,928 98.7 80,584,087 93.2 483 94.4 1,524,449 107 725,407,272 94 476 89

牛肉（くず肉含む） 42,358 91.8 23,460,948 80.7 554 87.8 374,100 101 212,896,304 83 569 82

豚肉（くず肉含む） 72,354 112.8 38,016,900 111.2 525 98.6 641,313 110 337,371,586 107 526 97

鶏肉 41,998 84.0 8,938,125 61.2 213 72.9 416,325 106 90,254,010 76 217 71

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 127,195 87.9 87,039,247 83.7 684 95.3 1,183,084 96 777,398,804 92 657 96

まぐろ類 18,837 85.4 15,923,141 77.2 845 90.4 156,876 104 140,429,475 95 895 92

さば・さんま・あじ・いわし 4,373 131.4 795,456 98.4 182 74.9 53,390 96 10,493,479 84 197 87

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

※表中に使用した符号は、次のとおりです。

「 0 」 ・・・単位に満たないもの

「 … 」 ・・・事実不詳

「 - 」 ・・・事実のないもの

品 名
９ 月 ９ 月 ま で の 累 計

全国における主要農林水産物の輸出入実績（２０１６）
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９月号から消費者物価指数については平成27年基準に改定しました。

資料　農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」

資料　全　国…総務省統計局「消費者物価指数月報」

　　　愛知県…愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」

※豚肉は26年12月までロースの価格を示す。

資料　総務省統計局「小売物価統計調査報告」

関　　連　　指　　数

総 合
生 鮮
野 菜

生 鮮
果 物

肉 類 魚介類

25年 平均 96.6 89.3 88.8 88.5 87.9

26年 平均 99.2 92.0 92.5 95.3 96.4

27年 平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

28年 7月 99.6 98.7 102.0 101.8 100.8

8月 99.7 96.1 104.6 101.6 102.7

9月 99.8 106.7 96.6 101.8 105.5

25年 平均 96.5 88.7 88.8 86.4 89.4

26年 平均 99.1 93.2 93.4 93.6 97.4

27年 平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

28年 7月 99.4 98.1 101.1 102.4 100.0

8月 99.6 95.9 105.8 103.7 100.7

9月 99.6 106.2 98.2 101.5 102.3

愛

知

県

消費者物価指数　　　　　 項　目

　年　月

全　国 平成27年=100
愛知県 平成27年=100

全
　
国

農産物
総合

米 いも 野菜 畜産物

25年 平均 102.8 112.8 78.7 98.7 107.7

26年 平均 102.2 98.8 83.7 97.8 118.4

27年 平均 107.6 88.6 105.8 110.4 126.8

28年 7月 111.6 93.4 131.4 108.4 135.2

8月 102.2 93.5 107.9 89.0 131.2

9月 111.3 98.8 102.3 114.7 135.6

農業物価指数（平成22年=100）　　  項　目

 年　月

5kg 100g 1kg

25年 平均 2,149 156 202 631 499 304 162 367 225 564 652 165 494

26年 平均 1,970 170 190 661 481 321 162 376 276 581 649 161 545

27年 平均 1,855 202 227 691 561 374 175 373 270 623 684 180 563

28年 7月 1,910 152 215 831 339 453 223 409 290 559 636 156 704

8月 1,892 132 201 789 342 421 195 453 324 559 599 155 …

9月 1,913 157 221 772 605 414 232 629 296 597 607 185 …

100g 100g

25年 平均 557 300 364 209 216 772 540 157 177 319 810 223 407

26年 平均 584 336 437 174 240 824 533 166 175 336 861 243 428

27年 平均 643 383 477 183 264 886 526 177 177 353 925 228 461

28年 7月 … 316 420 … 273 868 495 173 178 334 911 236 477

8月 … 351 414 … 284 917 497 180 195 325 953 244 456

9月 758 294 395 … 277 870 497 173 178 337 947 236 459
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あいち農産物生産流通レポート №522

平成２８年１２月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６７１９   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


